
浦安市民の皆さん！

新庁舎建設再開の是非を考える自由討論会へ
どうぞご参加を！

３年前（2009 年）の１月、市当局は「100 年に１度と言われる世界同時不況により、経済状況は

不透明なうえ、政局不安などで先が見えない」（読売新聞・同年１月 21 日朝刊）として、新庁舎の

建設を中断しました。ところが、今年の春以来、「経済状況」や「政局不安」も３年前とそれほど

変わったとは思われないのに、この春以来、新庁舎の建設計画が再開されています。

しかし、この間、昨年３月 11 日、1000 年に１度といわれる東日本大震災が起き、浦安も大きな

打撃を受けました。放射能の汚染をふくめて、あの深刻な「液状化」に見舞われ、道路や建築物に

大きな損害を出し、一時期、ライフラインが機能しないところもありました。

現在、ライフラインは復旧しましたが、道路や建築物の復旧はまだまだです。それに加えて日

本列島はすでに「地震の季節」を迎えているといわれ、房総沖を震源地とする大地震が起きれば、

再び浦安は「液状化」だけではなく、津波にも襲われ、特に元町地域は大きな被害が出るものと予

想されています。

市当局は「現庁舎の狭隘と老朽化」や「防災機能の整備」などを新庁舎建設の理由に挙げていま

す。差し迫る危機と、限りある市の資産を前にして、今、新庁舎の建設の再開は必要なのかどう

か。私たち市民の本当の声を市（当局）に届けるため、以下の要領で、その是非を考える自由討論

会を開くことになりました。ぜひご参加下さい。

と き 2012年 11月４日（日）

14 時 00 分〜16 時 30 分

ところ 文化会館 中会議室

（浦安市役所横）

資料代 300円

自由討論会には浦安市議会議員の御出席を求め

ています。現在まで、すでに６人の議員から御出

席の回答が寄せられています。

2012 年 10 月 18 日

クリーンな市政を！市民勝手連（略称「クリーン勝手連」）

共同代表 富山 洋子（消費者団体元代表） 西 田 勝（法政大学定年教員）

お問い合わせ 0 8 0 - 3 0 8 9 - 5 4 5 5（岡野）、0 4 7 - 3 8 1 - 4 5 9 5（谷本）、0 4 7 - 3 5 5 - 8 5 1 4（渡辺）

飛び出したマンホール（明海）

？


